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インダストリー5.0×データ共有ネットワーク（GAIA-X・Catena-X）時代におけるアジアを基軸

とした日本の産学官展開のあり方

本日のアジェンダ

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）

◼自己紹介

◼前提環境認識：インダストリー5.0×データ共有ネットワーク（GAIA-X / Catena-X）時代

◼①価値・ユースケース議論の重要性

◼②東南アジアとの連携の重要性

◼以下参考資料（プレゼン外資料：別途参考）

⚫ 動き出した第五次産業革命（インダストリー5.0）

⚫ グローバルで進むデータ共有ネットワークのトレンド

• International Data Space Association（IDSA）、GAIA-X、Catena-X

⚫ 第5次産業革命×データ共有ネットワーク時代 に日本に求められるもの

※本プレゼンテーション内容は個人としての意見であり、
所属組織の意見を代表するものではありません

ご質問やご要望等ございましたらmasahito.komiya@keio.jpまでご連絡頂ければ幸いです
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前提認識：インダストリー5.0×データ共有ネットワーク

（GAIA-X / Catena-X）時代

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）

◼ 欧州グローバルでインダストリー5.0や、Vision2030など、Next Industry4.0の議論が

活発化。コンセプトの軸の一つはサステナビリティ

◼ Scope3対応をはじめデータ共有がなくてはならない存在になってきている。IDSA、

GAIA-X、Catena-Xなどデータ共有ネットワークの取り組みが進む

◼ 欧州電池規制などデータ共有はNice to haveから、Must haveへと変わりつつある
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第五次産業革命は、1企業＋周辺エコシステムのデジタル化から、業種を超えたデータサプライ

チェーン・データ共有経済圏へ

グローバルで進むデータ共有経済圏のトレンド（IDSA、GAIA-X、Catena-X）

Industry4.0の時代 Industry5.0の時代

1企業＋αのデジタル化

✓ いかに自社＋周辺エコシステムで

データを蓄積・創出（囲い込み）

し、競争力を構築するか

✓ デジタル技術を通じたダイナミックケ

イパビリティ

複数企業をまたぐデジタル化・
データ共有・連携

✓ いかに業種を超えたデータサプライ

チェーン・データ共有経済圏を形成し、

市場ルール担保と、競争力を構築す

るか

✓ データ共有・連携を通じたダイナミック

ケイパビリティ・エコシステム

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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International Data Spaceはデータ主権、GAIA-XはFederation Serviceにもとづくデータ交

換・共有のリファレンスアーキテクチャを策定する。IDSのIDSコネクターを、GAIA-XはEDCコネク

ターとしてより具体化。ライトハウスプロジェクトとしてのCatena-X

グローバルで進むデータ共有経済圏のトレンド（IDSA、GAIA-X、Catena-X）

◼ データ主権（Data Sovereignty）

を担保したデータ交換についてのリ

ファレンス・アーキテクチャ

◼ Federation Service（分散型のデータ

共有）にもとづくデータ交換についての

リファレンス・アーキテクチャ

IDS Connector（データ共有
のためのオープンソースコネクタ）

EDC Connector
（IDSコネクタをより実装にフォーカス）

【実例】自動車におけるデータスペース

（Lighthouseプロジェクト）

【データ主権＋Federation Service】

EDCコネ

クターを活用

130以上の企業・組織 / 50以上のユースケース

70以上の企業・組織 / 10ユースケース開発中

300以上の企業・組織 / 70以上のユースケース

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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① 価値・ユースケース議論の重要性

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）

◼ なぜデータ共有をするのか、データ共有をすることによってどのようなメリットがあるのか、データ共有をしてい

かに勝てるビジネス・オペレーションを作っていくのか、の前段の議論がなければ、「データ共有しましょう」で

はデータ共有は進まない。今まで日本で業界横連携が進まなかった背景はそこにある。価値・ユースケー

スの共通認識形成が重要

◼ 価値を創出する上でもデータスペースは業界や目的に応じて形成され、その上で企業内の固有のデータ

ベースや、それぞれのデータスペース間も連携する形となる

◼ 何を実現したいのかのユースケース・価値があって、そのためにどんなデータの共有が必要かの議論が必要

◼ １から日本流を、ではなく、IDS/EDCコネクタなど活用できる協調領域は徹底活用し、むしろその使いこ

なしの競争領域を引き上げる部分で日本の価値を発揮
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ドイツにおいても容易にデータ共有が進められたわけではなく試行錯誤しながら進めてきている。

ポイントは①アーリーアダプタ層によるビジョン策定と、②ステップバイステップでのユースケース拡

大（ハードル・抵抗感引き下げ）

ドイツに学ぶ示唆

①アーリーアダプタ層によるビジョン策定 ②ステップバイステップでのユースケース拡大

◼ 独ではIDSA立ち上げにおいて、アーリア

ダプタとなる経営者での分科会を開き、

そこでデータ共有の価値・メリットの共有

土台を形成した（いきなり全体、では

土台が形成されないため）

◼ そこから他社へも広げていき、成功体験

やニーズを積み重ねていっている。まず、

なぜデータ共有しなければならないか、ど

のようなメリット・ユースケースがあるのかを

固めなければ議論が発散してしまう

◼ 独企業も競争・協調が振り分けられて

いてスムーズにデータ共有が進んだように

思われるが実はそうではない

◼ データ共有の抵抗・ハードルが存在し、

下記のステップで徐々に抵抗感を除い

てきて今の姿がある。

✓ FAX発注など2社間データ共有

✓ 成功体験を積みながら主体を

徐々に増やす

✓ 協調領域からはじめ、徐々に競争

領域へ

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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② 東南アジアとの連携の重要性

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）

◼ 製造業×デジタル化における本質は標準化と仲間づくり。今後の市場の伸長からアジアをい

かに押さえるかが鍵となっている

◼ 標準化×仲間づくりで仕組みで面展開を図るドイツと、技術・商材での民間単発展開に留

まる日本の戦い方に差。日本は既存の東南アジアとの関係性を十分に活かしきれなかった

のが現状

◼ デンソーLASIのように現地視点で価値を作りあげ現地から日本・グローバルへ展開させるモデ

ルが日本の勝ち筋。また、データ共有において日本国内では進みづらい状況もあり、東南ア

ジアー日本でモデルを作り、それを展開する形が有効と考えられる
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標準化×仲間づくりで仕組みで面展開を図るドイツと、技術・商材での民間単発展開に留ま

る日本の戦い方に差。日本は既存の東南アジアとの関係性を十分に活かしきれなかった

ドイツのインダストリー4.0における新興国への戦略的展開

新興国

東南アジア

ドイツ（Industry4.0）

◼ 産官学での面展開

◼ 標準化×仲間づくり

◼ 競争・協調領域の振り分け

◼ 仕組みで戦いに勝つ

日本（Connected 

Industries）
◼ 技術・商材での民間単発展開

に留まる

◼ 国内議論でとどまり海外での面

展開が十分にできず

◼ 日本企業間の足元競争

従来の新興国・東南ア
ジアとの関係性を十分
に活かせず

面での展開で新興
国・東南アジアを囲
い込みつつある

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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デンソーはタイでSI教育の取り組みLASI（Lean Automation System Integrator）におい

て産官学連携のもと、現地製造業現場に即した教育・コンサルティングを実施し、高い評価。

（ブラックボックス化しノウハウを残さない海外系に対して、現場を育ててくれたとの評価）

日本製造業における東南アジアでの面展開事例

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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LASIはタイで作りあげ日本でも逆輸入し展開している。日本企業は足元のニーズに最適化す

ることは得意。日本で独自・too muchなものを作るのではなく、当初から東南アジアとの連携

のもと現地視点、グローバルかつ日本でもニーズのあるものを作ることが勝ち筋

日本製造業における東南アジアでの面展開事例

日本 グローバル・新興国

今まで

日本の

勝ち筋

日本で作りあげた

ものを他国へ展開

東南アジアで作りあげ

たものをグローバル展

開、日本へ逆輸入

【強み】足元市場への最適化

阿吽の呼吸、ハイコンテキスト

因数分解・共通化が苦手

独自の暗黙知、too muchな品質

【強み】足元市場への最適化＝グローバル

標準化・形式知化、ローコンテキスト

視点のシフトの必要性

◼ 外の人に理解してもらう

ための共通化・標準化

◼ グローバルでスケールする

市場ニーズへの最適化

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）





ご清聴ありがとうございました。

ご質問やご要望等ございましたら

masahito.komiya@keio.jpまでご連絡頂ければ幸いです
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以下参考資料（プレゼン外資料：別途参考）

動き出した第五次産業革命（次世代Industry4.0）

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）





24

第五次産業革命は、1企業＋周辺エコシステムのデジタル化から、業種を超えたデータサプライ

チェーン・データ共有経済圏へ

グローバルで進むデータ共有経済圏のトレンド（IDSA、GAIA-X、Catena-X）

Industry4.0の時代 Industry5.0の時代

1企業＋αのデジタル化

✓ いかに自社＋周辺エコシステムで

データを蓄積・創出（囲い込み）

し、競争力を構築するか

✓ デジタル技術を通じたダイナミックケ

イパビリティ

複数企業をまたぐデジタル化・
データ共有・連携

✓ いかに業種を超えたデータサプライ

チェーン・データ共有経済圏を形成し、

市場ルール担保と、競争力を構築す

るか

✓ データ共有・連携を通じたダイナミック

ケイパビリティ・エコシステム

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）



25

これらに加えて、コロナを含むサプライチェーン危機、サステナビリティ・SDGs対応のためには、複

数企業によるデータ共有が必須となっている

グローバルで進むデータ共有経済圏のトレンド（IDSA、GAIA-X、Catena-X）

サステナビリ

ティ・CO2/

カーボン削

減対応

サプライ

チェーン危機

COVID-19 半導体危機

SDGs

ウクライナ危機 SDGs

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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独Industry4.0は2019年11月にVision2030レポート（コンセプトは別途ハノーヴァーメッセで発

表）を発表。主権/自律性・相互運用性・持続可能性がキーコンセプトとして掲げられている

動き出した第五次産業革命（次世代Industry4.0）

持続可能性（Sustainability）

「経済・環境・社会の持続可能性の担保」

主権・自律性（Autonomy）

「すべてのステークホルダー（企業、従業員、科

学者、個人）が自己決定、独立した意思決定

を行い、公正な競争の下で相互作用する自由

を支える」

相互運用性（Interoperability）

「さまざまなステークホルダーを柔軟にネットワーク

化し、俊敏なバリューネットワークを形成する」

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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独Industry4.0はVision2030にもとづきSustainable productionレポートを2021年3月に発

行し、サステナビリティ×スマート製造のユースケースシナリオを定義している

動き出した第五次産業革命（次世代Industry4.0）

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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独Industry4.0はVision2030にもとづきSustainable productionレポートを2021年3月に発

行し、サステナビリティ×スマート製造のユースケースシナリオを定義している

動き出した第五次産業革命（次世代Industry4.0）

Path シナリオ

Path1

Reduce

Consumption, 

Increase Impact（消

費を減らし・インパク

トを増やす）

インテリジェント資源管理
センサー・AR・予兆保全・スマートメータ・IIoTプラットフォーム等を活用した総合的なデータ収集・監視。全てのマテリア

ルフローとエネルギープロセスが同時監視され、相互に連携する。

データ処理対象の最適化 意思決定のためにコンピュータ・データセンタの容量を増やすのではなく、データ処理の対象を絞り込む

カーボンニュートラルの実現
インテリジェントな資源管理を通じたカーボンニュートラルの実現。エネルギーチェーン全体の効率化に向けた再生エネ

ルギー活用、熱電併給による自家発電

サステナビリティ数値の指

標化

サステナビリティに関する数値を財務会計に必要な指標として記録し、評価・比較を実施する。全ての企業がサステ

ナビリティ台帳を用いて、生産プロセスや中間製品に伴う資源消費や排出を記録する。

Path2

From Mass 

production to 

transparent service 

offering（大量生

産から透明性のあ

るサービス提供へ）

ライフサイクルマネジメント
ライフサイクル全体でのサステナビリティマネジメントを通じた収益性と資源消費の最適化。例えば開発段階の材料

消費量やリサイクル性などのデザインによる持続可能性等

サステナブルツインズ
サステナビリティ実現のためのデジタルツイン。主材料・部品リスト・作業計画から一般的な生産条件や部品の詳細

に至るまでをデジタルツイン化し持続可能なProductionに必要な意思決定を実施

マテリアルパス
バリューチェーンに沿って素材の詳細、リサイクル要件、環境フットプリント情報等を継続的に蓄積される情報。生産

者はユーザーに製品に関する情報を提供するとともに、逆も同様である。

リ・マニュファクチャリング

保守・メンテナンスプロセスを通じて使用済みデバイスが再処理され新たなデバイスの品質基準に戻される。再生産

後は機能・安全性・品質の面で新品同様の部品となる。また、再生産の過程で機能の拡張や、状況に合わせた

調整を行う。

リバース・ロジスティクス
顧客は利用期間を終えた商品をサプライヤーへ返却しリサイクルする。AIがスマートな分解プロセスを支援し、廃棄

物流・返品物流・修理物流で新たなヴビジネスモデルが創出

Path3

Sharing and 

Networking（循環

型経済システムにお

ける連携）

循環型付加価値ネット

ワーク

バリューチェーンからバリューネットワークへの変化することで、極端な特殊性・個別性がなくなり柔軟性が向上する。顧

客の要求に応じたフレキシブルな工程が可能となる。また、IIoTプラットフォームを通じて資源の効率的な利用を行う

付加価値共有工場

デジタル製造プラットフォームによりさまざまな工程が束ねられる。種々の企業がプラットフォームにアクセスし、付加価

値要因や製品データがプラットフォーム上で共有。地域クラスターでの弾力性のあるネットワークとなる。生産能力の

共有によりスケールメリットを享受することができる他、設備・機器の稼働率を向上でき、また、高度な専門性とカス

タマイズを享受できる。所有せず、使用するという原則のもと原材料の保管効率が向上し、必要な際に3Dプリンタ

等で都度生産するようになる

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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中国におけるサステナビリティ製造に向けた取り組み

動き出した第五次産業革命（次世代Industry4.0）

9大戦略目標

中国製造2025：9大戦略目標と5大プロジェクト

1. 国家製造業イノベーション能力の向上

2. 情報化・工業化融合の深化（スマート製造）

3. 製造業分野の基礎技術強化

4. グリーン製造の全面推進

5. 10大重点産業分野の革新的発展

6. 品質・ブランド構築の強化

7. 製造業構造の調整深化

8. サービス型製造と生産性サービス業の発展

9. 製造業の国際化水準引き上げ

5大プロジェクト

1. 製造業イノベーションセンター設立プロジェクト

2. スマート製造プロジェクト

3. 工業基礎力プロジェクト

4. グリーン製造プロジェクト

5. ハイエンド設備イノベーションプロジェクト

グリーン製造プロジェクトの実施指針

実施指針 詳細プロジェクト名

生産プロセスの

クリーン化改造

• 重点区域における生産プロジェクト

• 重点流域におけるクリーン生産プロジェクト

• 重金属汚染物の削減特別プロジェクト

• 後進技術等の閉鎖特別プロジェクト

エネルギー利用の高効

率化・低炭素化改造

• プロセス工業システムの改造特別プロジェクト

• エネルギー多消費汎用設備改造特別プロジェクト

• 余熱・余圧高効率回収特別プロジェクト

• 低炭素化改造プロジェクト

水多消費産業の

節水改造

• 化学工業節水特別プロジェクト

• 鉄鋼節水特別プロジェクト

• 製紙節水特別プロジェクト

• 印刷節水特別プロジェクト

• 食品・薬品節水特別プロジェクト

グリーン製造技術の産

業化

• 環境保護技術産業化特別プロジェクト

• 省エネ技術産業化特別プロジェクト

• 資源総合利用技術産業化特別プロジェクト

基礎製造プロセスのグ

リーン化改造

• プロセス工業システムの改造特別プロジェクト

• エネルギー多消費汎用設備改造特別プロジェクト

• 余熱・余圧高効率回収特別プロジェクト

• 低炭素化改造プロジェクト

工業資源総合利用

産業アップグレード

• 大量固体廃棄物総合利用特別プロジェクト

• 再生資源産業特別プロジェクト

産業グリーン協調

発展

• 産業グリーン融合特別プロジェクト

• 資源総合利用区域協調特別プロジェクト

再製造産業の育成
• ハイエンドインテリジェント再製造特別プロジェクト

• 在役再製造特別プロジェクト

9大戦略目標実現のため、

5大プロジェクトに内容具体化

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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キープレイヤによる第5次産業革命（次世代I4.0）の取り組み動向

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）



33

【Apple】 Appleは2030年までにサプライチェーンの100%カーボンニュートラル達成を目指し、

サプライヤーにはコミットメントの設定と、排出量等のエビデンス提出を求める

キープレイヤによる第5次産業革命（次世代I4.0）の取り組み動向 【Apple】

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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【Daimler】 メルセデスベンツは2039年までに新車の乗用車をCO2ニュートラルにするという目

標の一環として、新車において平均40%のリサイクル材料を活用することを発表

キープレイヤによる第5次産業革命（次世代I4.0）の取り組み動向 【Daimler】

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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【BMW】 BMWは完全リサイクル材車両コンセプトを発表するとともに、車両生産における

CO2削減に向けた各種取り組みを行っている

キープレイヤによる第5次産業革命（次世代I4.0）の取り組み動向 【BMW】

完全リサイクル材車両コンセプト（2021年発表） 車両生産におけるCO2削減

2024年から100％

グリーン電力で生産

したサスティナブルな

アルミホイール活用

水素還元で鉄鋼生

産時のCO2排出大

幅削減

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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【Dassault】 Dassaultはリサイクルプラスチックを活用した際にトレードオフとなる、製品パフォー

マンス・コストと、ライフサイクルにおけるCO2排出をシミュレーションするデジタルツインを提供

⇒従来のコストvsパフォーマンスの2つのトレードオフから、「コストvsパフォーマンスvsサステナビリ

ティ」の3つのトレードオフを解く必要が出ておりCPSの重要性が増す

キープレイヤによる第5次産業革命（次世代I4.0）の取り組み動向 【Dassault】

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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【SIEMENS】 SIEMENSは製品単位のサプライチェーン横断でのカーボンフットプリント測定のた

めのソリューションSiGreenや、業界横断でのCO2排出量データの共有ネットワークのEstanium

を立ち上げ（SIEMENS社では90%がサプライチェーンからのCO2排出）

キープレイヤによる第5次産業革命（次世代I4.0）の取り組み動向 【SIEMENS】

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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【SIEMENS】 SIEMENSは製品・設備とともに、人間動作のシミュレーション・検証を行う人×デ

ジタルツインの注力。人の生産性や、エルゴノミクスによる負担の分析を実施

キープレイヤによる第5次産業革命（次世代I4.0）の取り組み動向 【SIEMENS】

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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グローバルで進むデータ共有経済圏のトレンド

（IDSA、GAIA-X、Catena-X）

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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第五次産業革命は、1企業＋周辺エコシステムのデジタル化から、業種を超えたデータサプライ

チェーン・データ共有経済圏へ

グローバルで進むデータ共有経済圏のトレンド（IDSA、GAIA-X、Catena-X）

Industry4.0の時代 Industry5.0の時代

1企業＋αのデジタル化

✓ いかに自社＋周辺エコシステムで

データを蓄積・創出（囲い込み）

し、競争力を構築するか

✓ デジタル技術を通じたダイナミックケ

イパビリティ

複数企業をまたぐデジタル化・
データ共有・連携

✓ いかに業種を超えたデータサプライ

チェーン・データ共有ネットワークを形

成し、市場ルール担保と、競争力を

構築するか（Scope3対応含）

✓ データ共有・連携を通じたダイナミック

ケイパビリティ・エコシステム

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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これらに加えて、コロナを含むサプライチェーン危機、サステナビリティ・SDGs対応のためには、複

数企業によるデータ共有が必須となっている

グローバルで進むデータ共有経済圏のトレンド（IDSA、GAIA-X、Catena-X）

サステナビリ

ティ・CO2/

カーボン削

減対応

サプライ

チェーン危機

COVID-19 半導体危機

SDGs

ウクライナ危機 SDGs

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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米中への対抗軸としてのドイツ・欧州勢の取り組み

【米・中型】①莫大なデータを自社で
囲い込み競争力を得る

【独・欧州型】②自律分散型で他社・
業界でデータ連携する

＜米国プラットフォーマー＞GAFAM

（グーグル、アップル、メタ（元フェイス
ブック）、アマゾン、マイクロソフト）

＜中国プラットフォーマー＞BATJ（バ
イドゥ、アリババ、テンセント、JD.com

等）

データ共有基盤
-International Data Space（IDSA）

-GAIA-X
-Catena-X

Volkswagen（VW Industrial Cloud）、
BMW（Open manufacturing platform）

などサプライチェーンデータ連携プ
ラットフォーム

日本

莫大な投資とリソースが必要
日本としてこれらの基盤を活用し

つつ、強みを出していくことが重要

米・中のメガプラットフォーマー型の展開・脅威に対する対抗

グローバルで進むデータ共有経済圏のトレンド（IDSA、GAIA-X、Catena-X）

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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第五次産業革命（次世代Industry4.0）時代に

日本に求められるもの

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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Global100 Index 2021における日本企業のプレゼンスは一定程度にとどまる

⇒ 社会・環境との共生を重視してきた日本としてよりプレゼンスを発揮できるはず

第五次産業革命（次世代Industry4.0）時代に日本に求められるもの

ランキング 企業名 主な取り組み・掲げるマテリアリティ（重要課題）

#16 エーザイ（製薬）/5度目
◼ クリーン収益・投資（アフォーダブル・プライシングを適用している薬剤などの売上

収益、並びにそれらに対する研究開発費、投資）*や従業員の安全性と安定

雇用等が評価

#32 シスメックス（医療機器）/4度目
◼ マテリアリティとして、①製品・サービスを通じた医療課題解決、②責任ある製品・

サービスの提供、③魅力ある職場の実現、④環境への配慮、⑤ガバナンスを設定

#41 コニカミノルタ（電機）/4度目

◼ 「人間中心の生きがいの追求」と「持続的な社会の実現」のための新しい価値創

造・社会課題解決と、事業の成長とを同時に満たすイノベーションの取り組み

➢ 自社の環境負荷低減だけでなく、そこで得た環境技術・ノウハウを取引

先や顧客にも提供することで、2030年までに自社の排出量以上のCO2

削減を実現する「カーボンマイナス」の取り組み

➢ 顧客企業やサプライヤーのみならず、他業界含め、日本の産業界全体で

環境ノウハウを共有する「環境デジタルプラットフォーム」の展開

#51 積水化学工業（化学）/6度目

◼ 基本戦略として「ESG経営を実践し、持続的に企業価値を向上させることのできる

企業体制を構築する」ことを明記

◼ 長期Visionの3本柱として「ESG基盤強化」を掲げ、下記をステークホルダーにとって

の重要性が高く、かつグループ経営にとっての重要性も高い課題として設定

➢ 知的財産戦略強化、地域と連携した課題解決に資する活動の推進、人

権デューデリジェンス実施、生態系劣化抑制、グローバル化推進、ダイバーシ

テイ経営、健康経営、設備保全体制の強化、サプライチェーンリスク低減

#71 武田薬品工業（医薬品）/6度目

◼ 2019年度の活動においてバリューチェーン全体でカーボンニュートラルを達成

➢ 社内の省エネルギー、グリーンエネルギーの調達、再生可能エネルギー証書

（REC）、高品質の検証済みカーボンオフセットへの投資

➢ 上記にあたり、12ヵ国における30件以上の再生エネルギーやカーボンオフセッ

トのプロジェクトへの投資を実施

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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日本におけるSociety5.0コンセプト：サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステ

ムにより経済発展と社会課題の解決を両立する人間中心の社会

第五次産業革命（次世代Industry4.0）時代に日本に求められるもの

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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日本のポテンシャル例：（トヨタCO2工場ゼロチャレンジ）

⇒絶え間ない現場改善、CO2排出が少ないラインは今後グローバルで売り物になる

第五次産業革命（次世代Industry4.0）時代に日本に求められるもの

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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NTTコミュニケーションズは、日本ー欧州をはじめ、異なるデータスペース間を繋ぐ

「International Gateway」の取り組みをGAIA-X・Catena-X等と連携し推進

データ共有基盤取り組み 【NTTコミュニケーションズ】

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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2022年9月、NTTコミュニケーションズと、オムロンが提携を発表。データ共有をはじめとしたIT

技術を持つNTTコミュニケーションズと、製造/FAなどのエッジ・ハードウェアの強みを持つオムロン

の連携によりデータ共有時代の新たな競争力のあるソリューション創出を行う。

データ共有基盤取り組み 【NTTコミュニケーションズ×オムロン】

（1）欧州の各種データ連携基盤との相互接続を可能とするデータ連携プラットフォームの実用化、（2）IT領域

とOT領域を安全につなぐ相互接続検証、（3）高い生産性とエネルギー効率を両立したモノづくり現場の実現

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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DATA-EXで目指す異業種データ連携コンセプト

日本の取り組み

小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）
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Next Industry4.0時代に必要な3つのX（BX・SX・EX）

⇒日本は従来この３つを両立してきた / デジタル時代における日本型の3Xを

第五次産業革命（次世代Industry4.0）時代に日本に求められるもの

Business

BX 【ビジネス変革】

SX 【持続可能性変革】

Sustainability

EX 【エクスペリエンス変革】

Experience

ビジネスモデル変革

ビジネス効率化・生産性向上

変化対応・ダイナミックケイパビリティ

社会課題解決・課題設定力

地球環境配慮・循環型経営

ガバナンス / 倫理経営

顧客/サプライヤ エクスペリエンス

株主/ステークホルダ・エクスペリエンス

従業員/エコシステム エクスペリエンス

デジタル技術

デザイン思考

三方よし、環境技術

CSR、社会との共生

Society5.0・・・

ケイレツ、サプライヤ連携

ニンベンのついた自働化、

「現場」、熟練技能者
小宮昌人（masahito.komiya@keio.jp）





ご清聴ありがとうございました。

ご質問やご要望等ございましたら

masahito.komiya@keio.jpまでご連絡頂ければ幸いです




